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東京外大教按・中嶋

明石氏論文に反論する

嶺雄

去る
十二
月十
四
日
付
本
紙の
解

説
論
文（
軍事

童蒙・
明
石一
郎

氏
の「
レ
フ
チェ
ンコ
事
件
の
教

訓」
）
に
対し、
同
論
文
中一「
某
外

語大の
N
教
授」
と脅
か
れ
て
い
る

個所
が
自
分のこ
と
を
示唆
し
て
い

る
と
し
て、
衷京
外
国器
実
学
の中

嶋
嶺
雄
教
授
が
反
論
を
本社
に
寄

せ
た。
中
嶋氏
の
反
論
は
次
のと

おり。

。

明
石一
郎
氏は、
「
政府
当
局

者と

密接な
関
係に
あ
る
中
国

問題の
著
名な
研
究家」
とい

う
レ
フ
チェ
ンコ
証
言か
ら、

そ
れ
奇
某
盆
突の
N
教
曹

と
記
し
て、
明らか
に
私
で
あ

ると
と
室
一雀
し
た
解

説記事

を
書い
てい
る
が、
まっ
た
く

の
予断
以外
の
何も
の
で
も
な

く、
明
石一
郎
氏
お
よ
び
『
世

界日
報』に
厳
重に

抗議する。
一

一

私が
日
本
政府
諸
機
関
に
専門

学者と
し
て
意
見を
求
め
られ

る
こ
と
を
もっ
て、
「
N
教
授

が
H
J
C
IAH
とい
わ
れる

内
閣
調
査
宰の
公
然エ
lジェ
一

ン
ト
で
あ
り」
等々
のと
と
を

記
し
てい
る
が、
こ
の
よ
暴

言い
方は、
許
すと
と
の
で
き

ない
中
傷で
ある一。

私は、
過
去に
五
回
訪ソ
し
て

い
る
が、
ソ
連
側に
よっ
て
旅

費
等を
支
盤C
れた
乙
と
は一

度
も
ない。
「ソ
連
に
招
か
れ、

カ
ピッ
ツァ・
ソ
連
邦
外
務
省

第二
板東
部
長
（

極東第一
部

長の

誤pll中嶋）
ち
と
会

談し
た」
と
と
を
う
ん
ぬ
ん
し

てい
る
が、
カ
lピッ
ツァ
氏

と
私と
の
会
談は、
明
石
氏か

憶
測する
よう
な
性
格の
も
の

で
は
ない。

カ
lピッ
ツァ
現ソ
連
外
務

次官と
私
と
の
会
談は、
信
頼

の
お
け
る
ソ
連
の
中
国
研
究
者

で
あ
る
ソ

連科学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
窓所
の
デ
リュ
lシ

ン
中
国
部
長、

毘志向情報
研

窓附
の
ク
ザジャ
ン
副所
長
ち

と
の
学

術交流のた
めに
訪ソ

し
た一
九
七
六
年二
月に、
著

書『
中ソ

関係｜｜友好と
敵

対の二
つ
の
十年』
で
も
知ら

れ
る
中
国
専
門
家で
モ
ス
クワ

大
学
教
授で
もあ
る
カ
1ピッ

ツァ・
ソ
連外
務
省

極東第一

部
長が
た
また
ま
私と
専
門が

同
じで
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
ク

ザジャ
ン
氏の
仲
介で
モ
ス
ク

ワ
市内カ
リ
lニ
ン
通
りの
レ

ス
ト
ラ
ン・
プ
ラハ
で
会
食

し、
中
国
問題
罫あ
共
通
の
関

心
事
につい
て
語
りあっ
た
も

の
で
あ
る。
し
か
も、
ζ
のと

き
の
会
談
の
模
様
に
つ
い
て

は、
私
自
実
帰
国
後にい
く

つ
か
の
文
章を
記
し
て
お
り、

最新
刊の
拙
著『
中ソ
同
閣の

衝撃』
（
光
文
社・
カッ
パ・

ビ
ジ
ネス）
に
も
紹介し
てあ

る
ば
か
りか、
当
時の
在モ
ス

クワ
日

本大使館の
ス
タッ
フ

も、
在モス
クワ
日
本
特
派員

諸
民も
承
知し
てい
る。

以上
の
ように、
明
石一
郎
氏

の
解
説記
事の
私に
か
ん
する

部
分
は、
すべ
て
事
実に
相違

し
てい
て
承
服で
き
ない
も
の

で
あ
る。

な
お、
い
ずれ
明
白に
なる
で

あ

ろうが、
私は
レ
フ
チェ
ン

コ
事
件と
は一
切
無関
係で
あ

り、
一
部
の
週
刊
誌が
私
を
名一

指
し
し
てい
る乙
と
に
たい
し、

大
変迷
惑を
蒙
むっ
てい
る
の

で、
た
だい
ま厳
重に
抗
議
中

で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
た

しv一
九八二
年十二
月二
十日

明石氏論文に反論する


